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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第111期

第３四半期連結
累計期間

第112期
第３四半期連結

累計期間
第111期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日

至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（千円） 16,982,738 18,866,277 25,206,763

経常利益（千円） 249,443 334,032 736,070

四半期（当期）純利益（千円） 109,718 214,042 441,385

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
179,394 457,713 707,059

純資産額（千円） 11,797,439 12,661,108 12,325,077

総資産額（千円） 16,372,011 17,834,851 17,760,987

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
16.92 33.05 68.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 72.1 71.0 69.4

　

回次
第111期

第３四半期連結
会計期間

第112期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日

至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△7.27 20.90

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

           記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況 

当第3四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府による経済・金融政策により円安、株高が進行し、企業業

績の改善や、個人消費の持ち直しなど景気回復の兆しがみられました。しかし、欧州債務問題の長期化及び新興国経

済の減速による海外経済の低迷や、消費税増税の動きなどの懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、前期に引き続き「防災・省エネ・ＩＴ」をキーワードに

設備投資を実施するとともに、お客様のニーズに合った新製品の開発を継続するなど、製品競争力の強化及び販売店

との関係強化を図り安定した受注確保に取り組んでまいりました。

車両関係事業では、登録車販売の好調が続いており、前年同期の実績を大きく上回りました。また、産業機械事業、

冷間鍛造事業、電機機器事業も前年同期の実績を上回りました。

これらの結果、当社グループの売上高は、前年同期比11.1％増の188億６千６百万円となりました。利益面では、経

常利益は前年同期比33.9％増の３億３千４百万円、四半期純利益は前年同期比95.1％増の２億１千４百万円となりま

した。

 

〔産業機械事業〕

主要な販売先である食品業界をはじめとして設備投資が増加いたしましたが、売上が翌四半期以降にずれ込んだ

案件が多くありました。一方で、改造工事案件を多く売り上げることができたため、売上高は前年同期比9.1％増

の26億７千７百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、前年同期比33.6％増の６千１百万円となり

ました。

〔冷間鍛造事業〕

主力の電動工具部品は、増産及び新規製品を要因として売上を伸ばしました。また、自動車部品、事務機・産業

機械部品でも受注が増加いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比2.7％増の13億９百万円となりまし

た。セグメント利益（営業利益）は、社内の工程を見直し原価低減に努めた結果、前年同期比17.0％増の１億３

千２百万円となりました。

〔電機機器事業〕

主力のＦＡ関連機器は、自動車関連が堅調に推移したほか、太陽光関連の需要が好調であったため、前年同期の

実績を上回りました。また、設備機器においても発電機などの需要が増加したため前年同期の実績を上回りまし

た。一方、空調・冷熱機器は、入替需要は前年同期の実績を上回ったものの、大型物件の売上が少なかったた

め、前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比2.8％増の29億６千６百万円となりまし

た。利益面では、人員の増加による経費増等により、セグメント利益（営業利益）は前年同期比7.2％減の１億４

千４百万円となりました。

〔車両関係事業〕

新車販売においてインプレッサ及びフォレスターの好調が継続していることを要因として登録車の販売台数が大

幅に増加したしました。また、輸入車販売、中古車販売も前年同期の実績を上回りました。さらに、サービス部

品部門も堅調に推移いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比15.0％増の118億４千１百万円、セグメン

ト利益（営業利益）は前年同期比33.3％増の４億５千万円となりました。

〔不動産等賃貸事業〕

売上高は、前年同期比6.6％減の７千１百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比51.4％減の１千６百万

円となりました。 
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(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は178億３千４百万円となり、前連結会計年度末から７千３百万円増加いた

しました。

この内、流動資産は81億１千２百万円となり、前連結会計年度末から９億９千６百万円減少いたしました。これは

主に、現金及び預金の減少13億２千９百万円、受取手形及び売掛金の減少５億７千４百万円、商品及び製品の増加

２億２千１百万円、仕掛品の増加５億9千７百万円によるものであります。

固定資産は97億２千２百万円となり、前連結会計年度末から10億７千万円増加したしました。これは主に、建物及

び構築物の増加６億２千２百万円、時価評価による投資有価証券の増加３億７千７百万円によるものであります。

負債合計は51億７千３百万円となり、前連結会計年度末から２億６千２百万円減少いたしました。これは主に、支

払手形及び買掛金の減少４億９千３百万円、短期借入金の増加１億４千９百万円、未払法人税等の減少１億８千３

百万円、賞与引当金の減少１億７千３百万円、長期借入金の増加２億６千７百万円、固定負債のその他の増加１億

２千１百万円によるものであります。

純資産合計は126億６千１百万円となり、前連結会計年度末から３億３千６百万円増加いたしました。これは主にそ

の他有価証券評価差額金の増加２億４千３百万円によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は30,043千円となっております。なお、研究開発活動の状

況に重要な変更はありません。
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(5）設備の状況　

①当第３四半期連結会計期間末現在における、重要な設備の新設、除却等の計画は次のとおりであります。

ⅰ重要な設備の新設等

会社名

事業所名
所在地

セグメン

トの名称
設備の内容

投資予定額（千円） 資金調達

方法

着手及び完了年月 完成後の

増加能力総額 既支払額 着手 完了

当社

　清水工場

　三島工場 他

静岡県

静岡市

清水区 他

産業機械

事業　他

生産管理

 システム 他
450,000 197,874 自己資金

平成24年

４月

平成27年

３月
－

当社

　三島寮

静岡県

三島市
全社 社員寮 230,163 70,245

自己資金

借入金

平成25年

８月

平成26年

２月
－

静岡スバル自動車㈱

　中古車センター

静岡県

静岡市

清水区

車両関係

事業
中古車展示場 69,109 459

自己資金

借入金

平成25年

３月

平成26年

３月
－

静岡スバル自動車㈱

　(仮)藤枝店

静岡県

藤枝市

車両関係

事業

ショールーム及び

事務所並びに

サービス工場

572,992 376,801
自己資金

借入金

平成25年

10月

平成26年

３月
－

（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。

ⅱ重要な設備の除却等

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容

期末帳簿価額

（千円）
除却予定日

静岡スバル自動車㈱

　清水店・本社
静岡県静岡市清水区 車両関係事業

ショールーム及び

サービス工場並びに

本社機能

268
平成26年

１月

（注）１ 期末帳簿価額については、減損後の金額であります。

　　　２ 上記金額には、消費税等は含んでおりません。

 

②当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却のう

ち、完成および完了したものは次のとおりであります。　

ⅰ新設

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容

投資額

（千円）
完了年月

㈱エコノス・ジャパン

　本社工場
静岡県菊川市 産業機械事業

本社及び環境衛生

器具生産設備
270,686

平成25年

５月

静岡スバル自動車㈱

　清水店・本社　
静岡県静岡市清水区 車両関係事業 

ショールーム及び

サービス工場並びに

本社機能　

511,489
平成25年

10月

（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。　

ⅱ除却

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額

（千円）
除却年月

当社

　静岡営業所
静岡県静岡市葵区 電機機器事業 販売業務用設備 0

平成25年

７月

（注）１ 帳簿価額については、減損後の金額であります。

　　　２ 上記金額には、消費税等は含んでおりません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,483,323 6,483,323

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 6,483,323 6,483,323 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
― 6,483,323 ― 1,337,000 ― 1,833,576

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 11,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,466,700 64,667 －

単元未満株式 普通株式　 　5,523 － －

発行済株式総数 6,483,323 － －

総株主の議決権 － 64,667 －

　

②【自己株式等】　　　　

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

　靜甲株式会社
静岡県静岡市清水区

天神二丁目８番１号
11,100

　　　　

－　　
11,100 　　　　　　 0.17

　計 ― 11,100
　　　　

－　　　
11,100 　　　　　　 0.17

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、芙蓉監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,716,630 2,387,453

受取手形及び売掛金
※1 3,506,514 ※1 2,932,170

商品及び製品 823,315 1,045,286

仕掛品 499,779 1,097,209

原材料及び貯蔵品 27,361 29,448

その他 538,183 622,939

貸倒引当金 △2,446 △2,161

流動資産合計 9,109,339 8,112,345

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,803,949 2,426,383

土地 3,289,247 3,276,745

その他（純額） 1,233,774 1,253,091

有形固定資産合計 6,326,971 6,956,220

無形固定資産 154,598 191,078

投資その他の資産

投資有価証券 1,794,948 2,172,254

その他 375,275 403,099

貸倒引当金 △146 △146

投資その他の資産合計 2,170,077 2,575,207

固定資産合計 8,651,647 9,722,505

資産合計 17,760,987 17,834,851

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,299,564 1,806,163

短期借入金 50,704 200,013

未払法人税等 261,191 77,613

賞与引当金 370,049 196,149

資産除去債務 6,092 3,915

その他 1,258,633 1,286,317

流動負債合計 4,246,235 3,570,171

固定負債

長期借入金 312,198 579,983

退職給付引当金 277,290 286,791

役員退職慰労引当金 115,409 130,143

資産除去債務 42,118 42,511

その他 442,659 564,141

固定負債合計 1,189,674 1,603,571

負債合計 5,435,910 5,173,743
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,337,000 1,337,000

資本剰余金 1,833,576 1,833,576

利益剰余金 8,499,596 8,597,038

自己株式 △697 △5,780

株主資本合計 11,669,474 11,761,834

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 655,602 899,273

その他の包括利益累計額合計 655,602 899,273

純資産合計 12,325,077 12,661,108

負債純資産合計 17,760,987 17,834,851
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 16,982,738 18,866,277

売上原価 13,571,998 15,137,172

売上総利益 3,410,739 3,729,105

販売費及び一般管理費 3,201,001 3,452,753

営業利益 209,737 276,351

営業外収益

受取利息 1,723 1,835

受取配当金 30,457 37,717

その他 37,983 48,225

営業外収益合計 70,165 87,778

営業外費用

支払利息 5,152 6,123

売上割引 18,404 18,330

その他 6,901 5,643

営業外費用合計 30,459 30,097

経常利益 249,443 334,032

特別利益

固定資産売却益 48,971 2,404

抱合せ株式消滅差益 4,686 －

特別利益合計 53,657 2,404

特別損失

固定資産売却損 － 410

固定資産除却損 2,735 7,005

投資有価証券評価損 63,940 －

特別損失合計 66,675 7,416

税金等調整前四半期純利益 236,426 329,020

法人税等 126,707 114,977

少数株主損益調整前四半期純利益 109,718 214,042

四半期純利益 109,718 214,042
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 109,718 214,042

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 69,675 243,671

その他の包括利益合計 69,675 243,671

四半期包括利益 179,394 457,713

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 179,394 457,713

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 （税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 45,533千円 114,079千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　    当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

     期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 349,183千円 391,259千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

第110回定時株主総会
普通株式 51,858 8 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年10月26日

取締役会
普通株式 51,858 8 平成24年９月30日 平成24年11月30日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

第111回定時株主総会
普通株式 64,822 10 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年10月23日

取締役会
普通株式 51,777 8 平成25年９月30日 平成25年11月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

　　　　　　　報告セグメント 　
合計

（千円）産業機械事業

（千円） 

冷間鍛造事業

（千円）

電機機器事業

（千円）

車両関係事業

（千円）

不動産等賃貸　

事業（千円）　

売上高     　  

（1）外部顧客への売上高 2,454,532 1,275,282 2,884,312 10,292,586 76,023　 16,982,738

（2）セグメント間の内部

    売上高又は振替高
219     ―　 1,613 8,935 24,767　 35,535

計 2,454,752 1,275,282 2,885,926 10,301,521 100,790　 17,018,273

セグメント利益 46,381 112,936 155,204 337,557 34,176　 686,255

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 686,255

セグメント間取引消去 120

全社費用（注） △476,638

四半期連結損益計算書の営業利益 209,737

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

　　　　　　　報告セグメント 　
合計

（千円）産業機械事業

（千円） 

冷間鍛造事業

（千円）

電機機器事業

（千円）

車両関係事業

（千円）

不動産等賃貸　

事業（千円）　

売上高     　  

（1）外部顧客への売上高 2,677,298 1,309,908 2,966,508 11,841,559 71,001　 18,866,277

（2）セグメント間の内部

    売上高又は振替高
295         ― 31,013 64,098 41,966　 137,372

計 2,677,594 1,309,908 2,997,522 11,905,657 112,967　 19,003,650

セグメント利益 61,982 132,182 144,020 450,011 16,596　 804,793

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 804,793

セグメント間取引消去 △9,968

全社費用（注） △518,474

四半期連結損益計算書の営業利益 276,351

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 16円92銭 33円5銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 109,718 214,042

普通株主に帰属しない金額（千円） 　― ―　

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 109,718 214,042

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,482 6,475

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

２【その他】

　　平成25年10月23日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………51,777千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年11月29日

 （注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

靜甲株式会社

取締役会　御中

芙蓉監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 村松　淳旨　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 杉原　賢一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている靜甲株式会社の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成25年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、靜甲株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。　　　　

　　　２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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